
2015年度　国の学童保育予算(案)の単価
2014年度
クラブ単位

2015年度
　支援の単位ごとなので注意

条件 2014年度 2015年度 増額比較

①10-19人 1,217,000 1,424,000　-　(19人-　年間平均登録児童数)×26,500円 15人の時 1,217,000 1,318,000 101,000

②20-35人 2,137,000 3,706,000　-　(36人-　年間平均登録児童数)×26,000円 30人の時 2,137,000 3,550,000 1,413,000

③36-45人 3,427,000 3,706,000 40人の時 3,427,000 3,706,000 279,000

④46-55人 3,427,000 50人の時 3,427,000 3,556,000 129,000

⑤56-70人 3,087,000 60人の時 3,087,000 3,256,000 169,000

⑥71人以上 2,917,000 2,917,000 71人の時 2,917,000 2,917,000 0

一日14000円
一日15,000円
　一日8時間以上を開設する場合、250日を超える日数

年間295日
開設の場合

630,000 675,000 45,000

平日分 一時間273000
一時間　292,000円
　一日6時間を超え、かつ18時を超える時間

19まで開設 273,000 292,000 19,000

長期休暇等 一時間123000
一時間 131,000円
　一日8時間を超える、年間平均時間数

8時～19時
開設の時

369,000 393,000 24,000

1～4人 指導員加配　　1,712,000円 1～4人 1,712,000 104,000

5人以上 5人以上の加配は新規　　1,712,000円+1,712,000円 5人以上 3,424,000 1,816,000

1,560,000
家庭・学校等の連絡・情報交換業務に主担当として従事する者を配
置するクラブに、非常勤職員を配置支援するための経費

非常勤職員配置 1,560,000 1,539,000

なし
地域の中核的な放課後児童クラブに常勤職員を配置するために必
要な経費の補助

常勤職員配置 なし 2,831,000 新規

なし 職員の複数配置に　53,2000円 小規模複数配置 なし 532,000 新規

具体ケースでの比較

基本分

開設日数　加算

単価は1支援の単位ごとになりました。　　常勤配置の基準などがもっと明確なものが出されてくるのでしょうが、現時点で公表された単価で計算すると
40人(3706000円)、295日(675000円)、8時～19時開設(685000円)、常勤指導員配置(2,831,000円)で、合計7,897,000円が1支援単位の国の単価という事?

19人以下の小規模

長時間
開設加算

障害児
受入

1,608,000 1,608,000

放課後児童クラブ
開所時間延長事業

3,706,000　-　(年間平均登録児童数 -45人)×30,000円


